
――身近な生き物と保全②―― 

保全ってなんだろう？ 

～生き物たちと人間の共生をめざして～ 
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信州
しんしゅう

で実際
じ っ さ い

に行
おこな

われている生き物の保全
ほ ぜ ん

活動
かつどう

と研究
けんきゅう

について紹介
しょうかい

します。 

下のようなテーマを中心
ちゅうしん

にパネルを展示
て ん じ

し、生き物たちをお見せします。 

 

○ ホタルの保全活動 

みなさんはホタルを知っていますか？川や田んぼなど水のあるところに住んでいて、夜になると

光るふしぎな虫で、とても人気があります。風流
ふうりゅう

ですね。 

でも、かつて身近
み ぢ か

にいたホタルは人が自然
し ぜ ん

を開発
かいはつ

するとだんだん住
す

めなくなって、今はとても少

なくなっています。さみしいですね。 

ここでは、ホタルなど、かつては身近
み ぢ か

にいた生き物たちを守
まも

ろうとする取り組み
と り く み

を紹介します。 

ホタルやカエルが住めない川は、本当
ほんとう

にいい川なのでしょうかね？ 

 

○ 千曲
ち く ま

川
がわ

の河原
か わ ら

の生き物調査
ち ょ う さ

 

長野市
な が の し

に流れている千曲川では、大水を防ぐために今年の冬に掘削
く っ さ く

工事
こ う じ

が行われました。しか

し河原に住んでいた生き物たちは冬の間に環境
かんきょう

が変わってしまい、大
おお

弱
よわ

りです。 

でも、春
はる

になると工事跡
こ う じ あ と

にもちゃんと生き物が姿
すがた

をあらわしました。よかったですね。 

しかし、よくみると去年までとはちがう生き物たちです。 

なぜ、環境がかわると住んでいる生き物がかわるのでしょうか？ 

河原に前にいた生き物をまた呼
よ

び戻
もど

すにはどうしたらいいのか、研究しています。 



○ 自然
し ぜ ん

農法
のうほう

の畑 

自然農法という言葉
こ と ば

をしっていますか？殺虫剤
さっちゅうざい

、化学
か が く

肥料
ひ り ょ う

などを使
つか

わずに、落
お

ち葉
は

や草木
く さ き

の

堆肥
た い ひ

で作物
さ く も つ

に栄養
えいよう

を与え
あ た え

、カエルやクモなどに害虫
がいちゅう

を食
た

べてもらって作物
さ く も つ

を育
そだ

てる農業
のうぎょう

のことで

す。 

このような畑
はたけ

では、農薬
の う や く

を使っている畑よりもたくさんの生き物がすんでいます。 

とくに土の中には、ミミズ、ヤスデなどの土壌
ど じ ょ う

動物
どうぶつ

といわれる生き物がたくさんいます｡ 

ミミズ、ヤスデは土の中で何をしているのでしょう？ 

気持
き も

ち悪
わる

い？でもこの生き物たちがいることで、栄養
えいよう

豊
ゆた

かで健康
けんこう

な土になり、作物も元気になり

ます。 

ミミズは土の中で何をしているのでしょう？ 

 

左上、松本市庄内のホタル水路。 

右上、ヘイケボタル。 

左下、千曲川の河川敷に仕掛けられたトラップ。 

右下、サクラミミズ。 

 


